
ふるさとまつり バス旅行 もちつき大会

荏田西地区 
　青葉区の東部に位置する閑静な住宅地で、青葉区の中でも、
年少人口割合が高い地域であることが特徴です。世帯数は約
5,000世帯、人口は約12,000人の地域です。地域の取組で
は、連合自治会主催の「ふるさとまつり」や地区社協主催の
「もちつき大会」、ボランティア「えだにし学援隊」による登下
校の見守り活動などがあり、身近な地域で子どもから高齢者
までの住民同士の交流が活発に行われています。コミュニ
ティハウス前庭に「憩いの広場」が設置されており、誰もが利
用出来る場として活用されています。

● バス旅行やもちつき大会、ウォーキング等を通じて参加者とのつ
ながりを増やすことができた。

● 公園でのラジオ体操は、健康増進だけでなく、「小さい単位」での
絆作り、情報交換の場となり、活動が活発になった。

● 「憩いの広場」は、身近な場所で誰もが気軽に集える場所として、
認知度が上がった。

● 地区社協の活動をお手伝いしてくださる「友の会」を発足し、現役世代をはじめ、誰もが自分のペースで参
加しやすい運営の仕組みを進めている。

● 活動を広報誌やブログを通じて迅速に情報を発信することができた。
● 社会の情勢に合わせて、スマホ教室等を開催し、デジタル化を進めることが今後の課題である。

地区社会福祉協議会（連合自治会、単位自治会町内会、民生委員・児童委員、老人会）

担当地域ケアプラザ：ビオラ市ケ尾地域ケアプラザ
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第４期計画の振り返り

推進会議の主なメンバー

地域で行われている活動
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第1章 第2章 第3章 第4章 第5章

● 「ふるさとまつり」や「もちつき大会」などの多世代のイベントを通じて、参加者やスタッフが顔見知り
となり、一緒に活動する機会を増やす

● イベントをともに運営することを通じ、各団体が互いの情報を共有し連携した活動を深める
● 地区での取組に加え、各団体やサークル等での集まりがさらに活性化するように支援する
● ご近所で顔の見える関係づくりができるよう、公園でのラジオ体操等、新たな活動を加え、より身近
な「小さい単位」での活動の機会を作る

● 「スマホ教室」等を開催し、デジタル化を進めることを通じて、関係づくりの強化を図る

● 学校と連携し、「えだにし学援隊」などの日常的な見守りとイベントでの交流を通じて、子どもの成長
を地域全体で見守っていく

● 「憩いの広場（コミュニティハウス前庭）」などの身近な場所で誰もが気軽に集える機会を増やしていく
● 子どもから高齢者、障がいのある方が気軽に交流し、理解し合えるよう、ウォーキング・食事会を通じて
地域の活動を進めていく

● 困りごとを抱えた方へ気づける機会を増やし、関係機関※と連携していく

● 地域を支える団体と協力して、一緒に活動する仲間を互いに声掛けし、継続的に増やしていく
● 現役世代をはじめ、役割の分散を行い、誰もが自分のペースで参加しやすい安心・安全な運営の
仕組みを工夫する

● 活動を広報誌やブログで広く伝え、担い手を増やす
● 活動の中で見出したアイデアや気づきを相談し、関係機関※に伝え、一緒に実現を図る

身近に知り合いが多く、
お互いが支え合えるつながりのあるまち

※関係機関:区役所、区社協、地域ケアプラザ、コミュニティハウス、福祉施設等
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目標 1 地域で知り合いが増える関係づくりと活動を進めよう！

目標 3 誰もが自分らしく参加して、地域を支える活動を担っていこう！

目標 2
子どもから高齢者、障がいのある方がいきいきと生活する
地域づくりを進めよう！
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